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　 1．まえが き

　 近 年 、欧 米 の 諸 国 で は 、通 常 の コ ン ク リ
ート と セ メ ン ト 安 定 処 理 土 の 中間 的 な 力 学 的 性 状 を もつ 貧 配 合 コ ン ク

リ
ー

ト （エ コ ノ ク リ
ー

ト ）を コ ン ク リ
ー

ト舗 装 の 路 盤や 複合 コ ン ク リ
ート 舗 装 の 下 層 へ 採 用 す る 機会 が 増 大 して

い る L｝ 貧 配 合 コ ン ク リ
ー

ト路 盤 に は 、大 き な 荷 重 分 散 効 果 と 水 の 侵 入 に 対 す る 良好 な 耐 侵 食性 が 期待 で き る の で 、

舗装 の 耐 久性 を 向上 させ る た め に 貧 配 合 コ ン ク リ
ー

トの 舗 装 路 盤 へ の 適 用 を検討 す る こ とは 意 義 あ る こ と と 考 え

ら れ る ♂
） 一方 、石 炭火 力 発電 所 よ り副 産 物 と し て 多 量 に 発 生 す る フ ラ イ ア ッ シ ュの コ ン ク リ

ー
ト材 料 と し て の よ

り積 極 的 な利 用 に つ い て 大 きな 関 心 が 寄 せ ら れ て い る。貧 配 合 コ ン ク リ
ー

トに お け る フ ラ イ ア ッ シ ュの 使 用 は 、

ワ ーカ ビ リ テ a の 改 善 、乾 燥 収 縮 の 低 減 お よ び 長 期 に わ た る 強 度 発 現 の 点 で 有 効 で あ る と 指 摘 さ れ て い る が 、混

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3｝4＞

和 材 料 と し て の フ ラ イ ア ッ シ ； の 効 果 は 使 用 す る フ ラ ィ ア ッ シ ュの 品 質 に よ り大 き く相 違 す る もの と予 想 き れ る。

　 こ の よ うな 観 点 よ り、本 研 究 は 、フ ラ イ ア ッ シ ュ高 含 有 貧 配合 コ ン ク リ ート を 舗 装 路 盤 へ 適 用 す る こ と を 目 的

と し て 、フ ラ イ ア ッ シ ュ 高 含 有 貧 配 合 コ ン ク リ
ー

トの ワ
ーカ ビ リ テ ィ 、微視 的 構 造 、 強 度、乾 燥 収縮 お よ び 凍結

融 解 に 対 す る 抵 抗 性 に つ い て 実 験 的 検 討 を 加 え た も の で あ る。さ ら に 、こ の よ う な 貧 配 合 コ ン ク リ ート に お け る

再 生 骨 材 の 利 用 の 可 能性 に つ い て も検討 を加 え て い る 。

　 2 ．実験 概 要

　 本 実 験 に 使 用 し た 2 種 類 の フ ラ イ ア ッ シ ュ の 化 学 成分 お よ び 物 理 的 性 質 を表
一1　 表

．．．1　フ ラ イア ッ シ ュ の 性 質

に 示 す 。 使用 セ メ ン トは 普通 ボ ル ト ラ ン ドセ メ ン トで あ り、混 和 剤 は 市販 の ビ ン ゾ

ール レ ジ ン を 使 用 した 。再 生 骨 材 は 舗 装 の 解 体 時 に 得 ら れ た コ ン ク リ ート塊 （骨 材

寸 法：40mm ．圧縮 強 度：43琳 9／en
！
）を ジ ョーク ラ ッ シ ャ

ーに て 破 砕 した も の で あ る。

天 然 骨 材 と し て は 早 月 川 産 の 川 砂 お よ び 砕石 を 使 用 し た。細 骨 材 一粗 骨 材 の 組 合せ

は 、川 砂 一砕 石 （Ns −Ng ）、川 砂
一

再生 粗 骨 材 （Ns
−Cg ） お よ び 再 生 細 骨 材 一再生

粗 骨材 （Cs − Cg ） の 3 種 類 で あ る 。再 生 細 骨材 は 粒 度 を 改 善 す る た め に 川 砂 と の 1

； 1 の 混 合 物 を 使 用 した 。使 用 骨 材 の 物 理 的諸 性 質 は 表
一2 に 示す と お りで あ る 。

　 フ ラ イ ア ッ シ ュ高 含有 貧 配 合 コ ン ク リ ート の 配 合 は 、結 合 材 量 （C ＋ F ：200kg／  ）

，細 骨 材率（・／・ ）・・．42 （N ・− N
・〉、。．43 （・ ・−C

・ ）お よ び O・45 （C ・
− Cg ）、お よ び ・ ラ イ

＊

鐚懲 鋸 蔑正
ア ツ シ ユモ ル 蜘

ア ッ シ ュ置 換 率 （F／（C ＋F ））：D，30％ ，5G％ お よ び 70％ で あ り、ア メ リ カ 　表
一2　使 用 骨 材 の 物 理 的 諸性 質

コ ン ク リ ート舗 装 協会 の 報 k5
）

に 基 づ い て 3 ± lon の ス ラ ン プ お よ び

7 ± 1 ％ の 空 気 量 が 得 られ る よ う に 試 験 練 りに よ って 単 位 水 量 お よ び

AE 剤 量 を 決 定 した 。

　 本 実 験 に お け る 試 験項 目 は 、SEM に よ る 内 部 組 織 の 観 察、水銀 圧

入 式 ポ ロ シ メ
ー

タ に よ る 細 孔 径 分 布の 測定 、ブ リ
ージ ン グ 試験 （JISA

1123 ）、圧 縮 、圧 裂 引 張 お よ び 曲 げ の 各強度試 験、乾燥収縮試験 （脱型

後 7 日 ま で 水中養生 後 ．湿度 55± 3 ％ の 恒温恒湿 室内に 放置、JISAll29

（コ ン パ レ ータ ー法 ） ）お よ び 凍結 融 解 試験 （脱 型 後 14 日 ま た は 90 目 ま

で 水 中 養 生 後 、凍結 融 解 の 繰返 し、ASTMC666 − 75 （A 法 ））で あ る。
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　 3 ．実験 結果 お よ び考察

　 3 − 1 フ レ ッ シ ュ コ ン ク リ
ー

トの 性質

　 フ ラ イ ァ ッ シ ュ高 含 有 貧 配 合 コ ン ク リ ート の 単 位 水 量 を 図
一1 に 示 す 。貧 配 合 コ ン ク リ

ー
トで も、通 常 の コ ン

ク リ
ー

ト と 同 様 に フ ラ ィ ア ッ シ ュを 混 入 す る こ と に よ り コ ン ク リ ート の 流 動 性 が 改善 さ れ る た め に 、フ ラ イ ア ッ

シ ュ置 換率 の 増 加 とと もに 所 定 の ス ラ ン プ を得 る の に 必 要 な単 位 水 量 を大 き く減 少す る こ と が で き る 。 ま た 、再

生 骨 材 を 使 用 し た コ ン ク リ
ー

ト で は 、骨 材 の 粒 子 形 状 が 悪 い た め に 天然 骨 材 を 使 用 し た コ ン ク リ ート よ りも川 砂

一
再 生 粗 骨材の 場合 で 約 8 ％ 　再 生 細 骨材 一再 生 粗骨 材 の 場 合 で 約 15 ％単 位 水 量 を 増 加 す る 必 要 が あ る 。

　 フ ラ ィ ア ッ シ ュ 高 含 有 貧 配 合 コ ン ク リ
ー

トの AE 剤 量 を 図
一2 に 示 す 。フ ラ

ィ ア ッ シ ュ 高 含 有 貧 配合 コ ン ク ］丿
一

ト に お け る エ ン ト ラ ッ プ ド エ ア
ー

は 、O．5 〜　 〔1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ミ
1 ％ 程 度 で あ り、フ ラ イ ア ッ シ ュを多 量 に 混 入 す る こ とに よ りエ ン トラ ッ プ ド　 9i
エ ア

ー
は 減 少 す る

69 一般 に 、フ ラ イ ア ッ シ ュコ ン ク リ
ー

トに お け る AE 剤 に よ　麟 1

る 空 気 連 行 性 は 、フ ラ イ ア ッ シ a に 含 有 さ れ る 未 燃 カ
ー

ボ ン 量 と フ ラ イ ア ッ シ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 K1
ユ便 用量 と の 関 係 に よ り決 定 さ れ る。こ の た め 、所 定 の 空 気 を 連 行 す る の に 必

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 担
1

要 な AE 剤 量 は 、使 用 骨 材 の 種 類 に は あ ま り影 響 さ れ ず 、フ ラ イ ア ッ シ ュ置換

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嶄
1

率 に ほ ぼ 比 例 し て 増 大 す る。

　 フ ラ ィ ア ッ シ ュ高 含 有 貧 配 合 コ ン ク リ ート の ブ リ ージ ン グ 率 を 表
一3 に 示 す。

フ ラ ィ ア ッ シ ュ 高 含有 貧 配 合 コ ン ク リ
ー

トの ブ リ
ージ ン グ は 、結 合材 量 が 少 な

い た め に 通 常 の コ ン ク リ
ー

ト よ り も 大 き く、と く に AE 剤 を 使 用 し な い コ ン ク

リ
ー

トの 場 合 に は ブ リ
ー

ジ ン グ に と も な う材 料 分 離 が 顕 著 に 認 め ら れ る。天 然

骨 材 を 使 用 し た AE コ ン ク リ
ー

トの ブ リ
ー

ジ ン グ 率 は 、フ ラ イ ア ッ シ ュ 置 換 率

の 増 加 に と もな い 増 大 し 、ま た フ ラ イ ア ッ シ ；粗 粉 を 使 用 し た 場 合 に は フ ラ イ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　碑0
ア ッ シ ュ細 粉 と 比較 し て ブ リ

ージ ン グ 率 が20 ％ 程 度 減 少 す る 。一方、再生 骨材
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 咽

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 制 Q
の 使 用 が コ ン ク リ

ー
トの ブ リ

ージ ン ゲ に 及 ぼ す 影 響 に つ い て は 、川 砂
一

再 生 粗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 文

骨 材 の 駘 ・ ・ 川砂
一

漸 よ り け ・
一ジ ン グ が 増 大 す ・ が 漕 生 締 材 と再 聟

生 粗 骨材 を 組 合 せ た 場 合 に は 川 砂 一砕 石 と 同 程 度 ま で ブ リ
ージ ン グ が 減 少 す る 　繭 O

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 匠

傾 向 が あ る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 L」
Q

　 3 − 2 圧 縮 強 度、弾 性 係 数 と微 視 的 構 造 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く Q

　 フ ラ イ ァ ッ シ ュ高 含 有 貧 配 合 コ ン ク リ
ートの 圧 縮 強 度、弾性 係 数 お よ び パ ル

ス 速 度 を表 一4 に 示 す。フ ラ ィ ア ッ シ ュ高含 有 貧 配 合 コ ン ク リ
ー

トの 初 期 材 令

に お け る 圧 縮 強 度 は、フ ラ イ ア ッ シ ュ 置 換 率 の 増 加 と と も IL大 き く減 少 し て い

る 。しか し 、天然 骨材 扣 よ ぴ 再 生 骨 材 の い ず れ の 場 合 に も フ ラ イ ア ッ シ ュを 混

入 し た もの は 材 令 の 経 過 に と もな う強 度 の 発達 が 非 常 IC顕 著 で あ り、90 日 材 　 表 一3

令 に お い て は フ ラ イ ア ッ シ ュ 置 換 率 が 50％ の 場 合 で も プ レ ー： コ ン ク リ ート

の 70〜80％ の 圧 縮 強度 が 得 ら れ る。ま た、フ ラ イ ア ッ シ ュ 高含 有 貧 配 合 コ ン

ク リ ート で は 骨 材 の 品質 が コ ン ク リ ー
トの 強 度 に 及 ぼ す 影 響 は 比 較 的 小 さ い

よ うで あ り、再 生 骨材 コ ン ク リートは 天 然骨 材 コ ン ク リ ート と 比 較 して 強 度

の 面 で 大 き く 劣 る こ と は な い 。一方、フ ラ イ ア ッ シ ュ高 含 有 貧 配 合 コ ン ク リ

ー
ト の 28日 材令 に お け る 弾性係数は 、10〜20 × 104kg／ont程 度 で あ る 。し た が

っ て 、フ ラ イ ア ッ シ ュ高 含 有 貧 配 合 コ ン ク リ
ー

ト路 盤 で は 従 来 の セ メ ン ト安

定 処 理 路 盤 よ り 3 〜5 倍 大 き な 荷 重 分 散 効 果 が 期待 で きる と い え る 。

　 フ ラ イ ア ッ シ ュ高含 有 貧配 合 コ ン ク リ
ー

ト 内 部 の SEM ｛象を写 真 一1 に 示 　（

　 　

　 　 　 フ ラ イ ア ッ シ ュ 置 換率（％〉

図
一1　 単 位 水 量 と フ ラ イ ァ ッ

　 　 　 　 シ ； 置 換 率 の 関係

　 　 　 フ ラ イア ッ シ ュ置換 率 （％）

図 一2　 AE 剤量 と フ ラ イ ア ッ シ

　 　 　 　 a 置換率 の 関 係

　　　 ブ リ
ージ ン グ 率 （％ ）

コ ン クワ
ート

の 　揖　類
7 ラf7ツシュ
置 換 串

7 ライァ
・
ン シュ

細　　　粉

7 ラ イア ツ シ ュ
祖　　 粉

0 ％ 14．0 〔4．5
NsAE30 ％ 14．2 〔5．513 ，1 〔5．o）

o ％ 4．8 ｛6．oINgAE30
％ Z1 （6．56 ．OL6 ．o ｝

50 ％ 8、81z57 ．4 α O，

7D ％ 11．4 （11．o8 、5 こ8．5｝

AE0 ％ 7．6 〔7．5甲sCg50
％ 9．9 ｛11、09 ．61鬣） 5】

穿・
AE0

％ 4．217 ．O
5D ％ 4．4 〔6．04 ．5 【6．Ol

）；7 リ
ー

ジ ン ケが終了 す る ま でに要 す る時 間  恥
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．
』

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．　 　 　 　 　 　 　 　
「
　 　 　 　 　 　 　 」

す 。フ ラ イ ァ ッ シ ュ 高 含 有 貧 配合 コ ン ク リ
ー

トの 内 部 組 織 は 、通 常 の コ ン ク リ
ー

ト と 比 較 し て か な り多 孔 質 で あ

る 。ま た 、貧 配 合 コ ン ク リ
ー

ト中 に お け る フ ラ イ ア ッ
シ ュの ポ ゾ ラ ン 反 応 は 、長 期 間 に わ た っ て 進 行 し、フ ラ イ

ァ ッ シ ュ粒 子 の 付 近 に は、微 細 な C − S 　 H ゲ ル よ り成 る 網 目 状 の 組 織 、エ ト リ ン ガ イ トの 針状 結晶 お よ び ア ル

ミ ン 酸石灰 水 和 物の 板状結 晶 が 観 察 さ れ る 。ま た 、図
一3 に 示 す よ う に 、フ ラ イ ア ッ シ ュ高 含 有 貧 配 合 コ ン ク リ

ー
トの 細 孔 径分 布 に つ い て は 、フ ラ イ ア ッ シ ュの 種 類 に か か わ ら ず フ ラ イ ア ッ シ ュ 置 換 率 が 30％ 程 度 ま で は プ レ

ーン コ ン ク リ
ー

ト と の 間 に 大 き な 相 違 が 認 め ら れ な い 。し か し、フ ラ イ ア ッ シ ュ 置 換 率 が 50％ 以 上 に 増 大 す る と、

フ ラ イ ァ ッ シ ュ粗 粉 を使 用 した もの で は プ レ
ー

ン コ ン ク リ
ー

ト と 比 較 して 全 細 孔 量 の 増 加 、と くに O．1 μ m 以 上 の

比 較 的 大 き な 細 孔 の 増 加 が か な り顕 著 に な る 。

　 3 − 3 乾 燥収縮特性

　 フ ラ イ ァ ッ シ ュ 高 含 有 貧 配 合 コ ン ク リ
ー

ト （川 砂
一

砕 石 の 場 合 ）の 乾 燥 収縮 率 を 図
一4 に 示 す 。

　 フ ラ イ ア ッ シ ュ 高 含 有 貧配 合 コ ン ク リ
ート の 乾燥 過 程 　 表

一4 　 圧 縮 強 度、弾性 係 数お よ び パ ル ス 速 度

に お け る 逸 散 水 量 の 量 は 、プ レ
ー

ン コ ン ク リ
ー

ト よ りも

25〜70 ％ 程 度 大 き く、フ ラ イ ア ッ シ ュ 置 換 率 の 大 きい も　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
’

の ほ ど 乾 燥 初 期 に お け る 逸 散 水量 が 増 大 す る 。こ の た め、

フ ラ イ ァ ッ シ ＝高 含 有 貧 配合 コ ン ク リ
ー

トの 乾燥 収縮 率

は 、乾 燥 材 令 14 日 ま で は プ レ
ー

ン コ ン ク リ
ー

ト の 値 を 多

少 上 回 る。し か し、フ ラ イ ア ッ シ ュ置 換 率 が50 ％ 以 上 の

もの は 、乾 燥 材 令 1 ケ 月 以後 に お い て は 乾 燥 収縮 率 の 増 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

加 の 割 合 が か な り小 さ くな り、プ レ ーン コ ン ク リ
ー

ト よ

り も小 さ な 乾 燥 収縮 率 を 示 す 。フ ラ ィ ア ッ シ 」高 含 有 貧

配 合 コ ン ク リ ート の 乾 燥 収縮 率 は 、フ ラ イ ア ッ シ ュの 種

類 に は あ ま り関係 が な く、4 〜6XlO
−4

程度 で あ り、フ 　　　　 ＊ Es．Ed お よ u　Vp は 28 日材 令 に お ttる 実 験結 果

ラ イ ア ヅ シ ュ置 換 率 の 大 き な もの ほ ど 乾 燥 収 縮 率 が 減

少 す る 傾 向 を 示 す 。 こ の こ と よ り、貧 配 合 コ ン ク リ
ー

トに お い て フ ラ イ ア ッ シ ュを 多 量 に 使用 す る こ と は 、

舗 装 の リ フ レ ク シ ョ ン ク ラ ッ ク の 発 生 の 原 因 と な る 路

盤 の 乾 燥 収 縮 性 状 を 改善 す る の に 有 効 で あ る 。

　 3 − 4 凍結 融解 に 対 す る 抵 抗性

　 フ ラ イ ァ ッ シ ュ 高含有貧配 合 コ ン ク リ
ー

トの 凍結融

解 に 対 す る 抵 抗 性 （水 中養 生 ：14 日 ）を 図一5 お よ び

圧 縮 強 度 （k部 うコ ン ク リ
ー

ト

の 　 種 　 類 7 日 28日 go 日

静弾性係 数
〔xlo9   ノ司

動弾性係数
〔x1D ♂   〆の

パルス藪
【旧／5eじ〕

ブ　レ 　ー　ン 4212129
紐 　粉　 30％

50％ 1
1 70％

組　粉　3D％
50％
兀 ％ 7

プ　レ　
ー
　 ン 2

細　粉 　 30％
50％

17D ％ 1
粗　粉　30％ 1 2 7

50％
70％ 1

プ　 レ 　
ー
　 ン

ア
細 　粉　 30％

0％ 7
17 　 0

粗　粉　30％ 1
500 71
7 1

写 真一1　 SEM に よ る 内部 組 織 の 観 察

　 　 　 　 　 Ur 「砂一砕 石，　F／C ＋ F＝50％ ，180 日 材 令 ）

炉
∴ ・

諮

σき

図
一6 に 示 す 。川 砂 一砕 石 を 便 用 し た

フ ラ イ ア ッ シ ュ高 含 有 貧 配 合 コ ン ク リ

ート の 徠結融 解 に 対 す る 抵 抗 性 は 、フ

ラ イ ア ッ シ ュ置 換 率 が 50％ 以 下 で は プ

レ
ー

ン コ ン ク リ
ー

ト と の 間 に 大 き な 相

違 が 認 め られ ず 、い ず れ も比 較 的 良 好

な 凍 結 融 解 に 対 す る 抵 抗性 を 示 す 。し

か し 、 フ ラ イ ア ッ シ ュ 置 換 率が 70％ で

は フ ラ イ ア ッ シ ュの 種 類 に 関 係 な く凍

結 融 解 の 繰 返 し に と もな う 動 弾 性 係 数

§ Qα
δ

噸 　0

　 002

羈 OOI

Q°

鐙蠶

騰
　 　 細 孔 径 （D 、川 ）

　 8

？
956

滞 5

繹 4

娶 3

襲 2

艀 10

の 低下 お よ び 供 試体 表面 の ス ケ
ー 1丿ン 図

一3　 細 孔 径分 布 （Jll砂一砕 石 ，90日 材 令）図
一4

1234 　 　 　 8 　 　 　 12

　 乾 燥 材 令 （週 ）

乾燥収縮率 と材 令の 関係
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グ に よ る 重 量 損 失 率 の 増 大 が か な り顕 著 に な る。一
方 ．再 生 骨 材

の 使 用 は フ ラ イ ァ ッ シ ュ高含 有 貧 配 合 コ ン ク リ
ー

トの 凍結 融 解 に

対 す る 抵 抗 性 に 大 き な 影 響 を 及 ぼ す 。川 砂
一

再 生 粗 骨 材 を 使 用 し

た フ ラ イ ァ ッ シ 」高 含 有 貧 配合 コ ン ク リ ート で は 、川 砂
．一砕 石 の

場 合 と 比 較 し て 凍 結 融 解 の 繰 返 し に と も な う 動 弾 性 係 数 の 低 下 が

大 き く、フ ラ イ ア ッ シ ュ 置換率 が 50 ％ 以 上 の もの に つ い て は 200

サ イ ク ル 前 後 で 供 試 体 の 崩壊 が 認 め られ た 。 事実 、凍 結融 解 の 繰

返 し に よ り崩 壊 し た 供 試 体 の 破 断 面 に は 、再 生 骨 材 中 の モ ル タ ル

部 分 が 脆 弱 化 し、原 コ ン ク リ
ー

ト の 骨 材 か ら は く離 して い る の が

観 察 さ れ た
Tl

し か し、舗 装 路 盤 で は 路 肩 部 分 を 除 い て コ ン ク リ
ー

ト版 ほ ど凍 結 融 解 の 条 件 が 厳 し くな い こ と を 考慮 す る と ．再 生 骨

材 の よ う な 低 品 質 骨 材 を 使 用 し た 場 合 で も、通 常 の コ ン ク リ
ー

ト

よ り も連 行 空 気 量 を 2 〜3 ％ 程 度 多 くす る こ と に よ っ て 舗 装 路盤

に 要 求 さ れ る 凍 結 融解 に 対 す る 抵 抗性 を 十 分 に 確 保 す る こ と が で

き る もの と 考 え ら れ る ．

　 4．結 論

　 舗 装 の 耐 久 性 を 向 上 さ せ る た め に は 、コ ン ク リ
ー

ト版 自身 よ り

も舗 装 路 盤 の 強 度 お よ び 耐 久 性 を 改善 す る方 が 得 策 で あ る と の 判

断 よ り、ア メ リ カ お よ び ヨ
ー

ロ ッ パ の 諸国 で は 、コ ン ク リ
ー

ト舗

装 に 貧 配 合 コ ン ク リ
ー

トの よ う な 高 強

．
度 ・高 剛性 の 路盤 が 採用 さ
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図
一5　 凍 結 融 解試験 の 結果 （川砂

一
砕石の 場合 ）

　

（
訳）
聟
勲

艇
蛆

訟

蔵（
訳）
楙

氷
転

嵎
幅

凍 結 融 解 繰 返 し 数

図
一6 凍結融解試験の 結果 U［1砂一再生 粗骨材の場 合）

れ て い る。舗 装 路 盤 に 適 用 さ れ る 貧 配合 コ ン ク リ ート の 強 度 は 、28H 材 令 に お い て 50〜150kg／
’
di程 度の もの が

一般

的で あ り 、本 研 究 の 結果 よ り フ ラ イ ア ッ シ ュ置換 率 が 50％ 程 度 の フ ラ ィ ア
ッ

シ ュ高 含 有 貧 配 合 コ ン ク リ
ー

卞 で も

舗 装 路盤 と し て の 強度 お よ び 耐 久 性 を 確 保 で き る こ と が 明 らか に な った 。ま た 、再 生 骨 材 を 使 用 し た フ ラ イ ア ッ

シ ュ 高含 有 貧 配 合 コ ン ク リ
ー

ト で は 、強 度 お よ び 耐 久 性 が 多 少 低 下 す る こ と に つ い て 配 慮 す る こ とが 必 要 に な る

が 、あ ま り大 き な 強 度 が 要 求 き れ な い 貧 配 合 コ ン ク リート路 盤 で は 再 生 骨 材 の よ うな 低 品 質 骨 材 の 利 用 も十 分 に

可能 で あ る 。舗 装 廃 材 の 処 理 と 有効 利 用 の 点 よ り、耐 用 年 数 に 達 し た 舗装 コ ン ク リ
ー

ト を 現 地 で 破 砕 処 理 し、貧

配 合 コ ン ク リ
ー

ト 又 は セ メ ン ト 安 定 処 理 路 盤 用 骨 材 と して 再 利 用 す る こ と は 検 討 す る 価 置 が あ る も の と思 わ れ る。
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